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亀高務者工学部 吉田 雄二

機似ブール計画法に取り組む 現夜主として電子計算機

のソフトウエア，特に記号処理システムに関する研究を

行なっている.さらにその広い窓味での応用として図形

の自動解釈{記述，認識など)，裳数計重要法の i つである

擬似プール計蕗法の発見的，効語解約解法の開発などの摺

題についても興味をもっている.特に擬包iプ{ル計濁法

については数年前に開発したアルゴリズムが最近の計算

機システムの能力と，非数値処現技法との発展でかなり

大きな問題が解ける可能性が出てきたので積極的に取り

組んでいる‘

将来は，計算機システムの形態の変化に合わせて上記

のおのおのの問題を，並列的にかつ発見的に扱う場合の

問題点，方法，およびシステムのあり方なと.について研

究したいと患っている.

{他の所属学会}電子通信学会，情報処護学会

事長騨設費講義 小川 麗彦

都市土木と OR 学生時代からの夢は土木の世界にOR

をもちこむことで，利水用貯水池鮮の効率的操作法，土

木施工システム計画などを経験し，現在の部署では下水

管渠，ポンプ場，処理場の規模決定にシミュレーション

を用いてみました.都市土木の佼奈は f突透J (人・寧・

物質)， r水J (湾Jl I .上水道・下水道}の流れを適正に帝j

御するための施設の建設にあり，潟主主・計画・設計・施

工・維持管理を通して合理的判断が求められます.

広島市は広域合併が進行中で叩万人となりましたが，

対致襲撃，環境問題の深刻化で，埋立事業，ゴミ対策，空

港ジ品ツト化は住民の反対のため難行しています.山地

の宅地化も一部凍結し，各種公共事業も伸び悩み，市で

は総合計闘の見直し， コミュニティ・カルテの作成が開

始されました.

現代の技術社会の中で地方都市を健全な方向に導くに

は，行政の発想転換が必要ですが，この中で土木技術の

役割を見渡してみたいと考えています.

欝葉電算センター〕 岩村 党三

整数官十闘サイドの研究を希望 1 月 30日に東工大哀感研

で整数計関法研究部会の第 1 回会合が行なわれた.航空

機人員配俊問題に対する整数計画・ OR' 計算機コ{ド

上の世界各閣における研究の現状を報告させていただけ

で活が入ったという感じです.部会終了後，米国などの

整数計図の研究動向，東京地区のわれわれの今後の研究

方向などについて自由な話が 2 時間ほど行なわれた.

自分としては紙上の空論に終わらない，現実の問題か

ら出発した重複数計遺書サイドの研究をしたいこと，そのた

めには統受機人員配置問題，回定費用付輸送問題などの

ユーザーへ出向いていってユーザーに教えを乞弘義数

計簡はむずかしいとぼやいてユーザーをがっかり'ðぜな

いように，早くていい計算機コードを作ることが大切だ

と思います.

人類の半分が飢えていることに思いをはせっつ，問題

解決手段としての整数計画を強化すべく会員各位および

ユーザー各伎のご指導をお願いします.

議議議給センター 東明佐久良

企業!とおける ORの浸透 昨年 9 月まで，システムセン

ターで百十踊モデルの開発・計画業務のシステム化を中心

にOR的な仕事をしてきましたが，昨年の 10月以降，供

給センタ…に異動し，ガスの製造供給管理を中心とした

業務を行なっています.

OR という餓点から考えますと，過去においてはOR

の問題解決の携にいたわけですが，今後は， ORの間怒

発見の場者ピ与えられたことになり，問題発見から解決ま

での場合設定されたわけですが，発見はずれど，解決す

る自民と余絡がなかなかないようです.

企業における ORの浸透， ORの応用， ORに対する

11川11川11111川11川川11川川11川11川111川1111川11川川111川11川11川11川川111111川111川11川1111川11川川11111川l目刷11川11川11川川11叩11川111川川11則川11川11川11聞川11川川11川川11川川11聞川11川1111川111川11叩11川附11川聞111川11川川11川11川川11川11川11川11川川11川111川11川11川川11川11川川11川111川11川川11川川11川11川111川111川1111川11川11川11川川11川111川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川111川11川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川11川11川11111川11川11111川111川11川川11川11川111川川11川11川111川川11川11川11111川11川川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川111川11川11川川11川11川11川川11川川11川111川1刊川11川11川川11川川11川11川11川1111川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11111川111川11川11時1111川11川11川川11川川11川11川11川111川11川川11川川11川川11川11111川川11川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川111川11川11川川11川1111川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11 | 

224 オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



11111111111磁器111111111111111111111語111111111模様1111111111111話題語11111滋UIIIIIUlIIIIIIIIIIIIIIIIIßI泌総11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111詰11111111111111111111111111111111111111111111磁器11語111111111務総磁器111111111111111111111111襲

書F鑓を， ~訟の偲人的考えで述べますと，過去においておよ

余胸折はあったものの，着実に浸透していると思われま

す.

ただLP ， DP，シミュレ…シ沼ンといった一見はな

やかな使用のされ方はないでしょうし， ORが万能であ

るという考え方も無理があるようです.

ただ事象の客観的なとらえ方として，事象の客観的記

述としてのORが，今後，企業内で定着していくように

思えます.

{株)金沢情報酬セント 千葉 正ー

より低<.より広<.という進歩情報処理の仕事をす

るようになってから，はや20年余， OR とのお付合いも

同じように永くなりました.現在11，北陸の中小企業を

主な需要先として，情報処理の需要開拓に寧日ない毎日

をすごしていますが，これもまる 41手になります.

商店や町工場での事務処理に関するデータ処理に明け

募れる中で，まだOR掬阪の機会安見いだし得ていませ

んが，情報処理を経営の手段として役立てようという要

求は当然のことで，このへんで企業の現状を的確につか

むためのアプツーミニットな情報や，意思決定に必要な

予測データを得るために， ORを活用したいと考えてい

ます.

より高く，より深く，という進歩もありましょうが，

より低く， より広く， という方向の進歩も大切でしょ

のバラメータをどのように決めるかとか，いろいろな総

合せがあって，実験計画をうまくすると，計算機時間が

節約で、きそうです.

富喜読経営学科 沢木 勝茂

近視般的な尽本人語脅から脱皮 4 年賂の外国主主?浅から帰

属して，またたく間に半年ほどがたった.滞留後，最初

の2， 3 カ jれまいや応なしに，呂本人および日本校会と外

濁におけるそれらを比較，考察し，その長所短所主r挙げ

つらう習慣があったが，それも治まり，むしろ殺近まで

流行したそのような日本人論は近視限的であると思うよ

うになった.優劣の判断を下したがるのはOR叩 νの怒

癖で，自戒せずばなるまい.

昨年より淑めてきた問題に取り組んでいる.無限期間

における動的計画法で状態変数の集合が有限倒ならば，

Howard の政策改良法や線形計画法などで最適政策を見

つけることが可能であるが，その状態変数の集会が遼続

体 (Contiぉuum) であると今までそのアルゴ歩ズムはな

かった.動的苦十喜護法の状態変数が分布環数(したがって，

その集会は漆続体)である場合の部分的に観測可能なマ

ルコフ決定過緩論の研究をしている.

勝康 敏

う.日常的に親しみゃすいOR ;òt，商店やIIIJ工場で平易 米国で綴験したOR 長期の米国留学(OR専攻)合終え

に使われ，効果を発揮するようにと，模索しているこの て昨年嫌ゥてまいりました.全力投球の疲れもとれ， 13 

ごろです. 本のO及活動に協力いたしたいと患います.米滋ではニ

3安物語発研究所 黒田 純生

ューヨーク大学など 4大学で研究生活，章生殺さ主洛を経験

いたしました，

米国では， 1. E. 学科，数学科，緩営学部，級済学部

などにOR専攻が設置され，それぞれの興味と応用分野

08の性能の評価方法 オペレMティングシステムの性 の中でますます発展いたしております.最近では，いま

飽評価について，計算機のOS の性艇の評価方法として までの成架合どのように応用し，いろいろのシステムの

代表的なもの 2 つあります. 1 つはOS のシミュレーシ 中でOR技法をいかにインプリメントしていくかに大き

ョンモデルを作成しシミュレ日シ沼ンを実行して性能評 な関心が払われています.

価のデータを得る方法です.もう i つは，遼当なジョブ 大きな後雑なシステムでは，高度な理論と技法を巧み

を実際にそのOS のもとで流してみて， CPUtime やス に俊F脅しなくては問題は解けないかもしれません，ある

ワッピングの回数などを澱る方法です， いは禽詩まなサブオプティミゼーションの草壁み釜ねで十分

今年の 1 }3から，後者のベンチマークジョブを流し かもしれま'"ltん.OR活動の前線をJiê;汚濁から拡大する

て，性能を評価する仕事に従事しています.どのような ことが，甘くして新しくかっ大切な課題と患います.

ジョプを流すべきかとか， OSのスケジューリング方式
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